
昭
和
五
十
八
年
三
月
十
一
日
受
領 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
質
問
の 

九
） 

答

弁

第

九

号 

   

衆
議
院
議
員
新
村
勝
雄
君
提
出
学
校
法
人
東
日
本
学
園
大
学
の
運
営
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を

送
付
す
る
。 

内
閣
衆
質
九
八
第
九
号 

昭
和
五
十
八
年
三
月
十
一
日 

衆

議

院

議

長 
福 

 

田 
 
 

一 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

中 

曽 

根 

康 

弘 

一 

 



 

三 

 
衆
議
院
議
員
新
村
勝
雄
君
提
出
学
校
法
人
東
日
本
学
園
大
学
の
運
営
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答 

弁
書 

一
に
つ
い
て 

1
か
ら

3
ま
で 

寄
附
の
時
期
、
寄
附
者
名
及
び
寄
附
金
額
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

昭
和
四
十
九
年
度
（
昭
和
四
十
九
年
十
月
十
九
日
か
ら
同
年
十
二
月
九
日
ま
で
） 

㈱
新
日
本
観
光
興
業 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

十
四
億
九
千
二
百
九
十
九
万
二
十
六
円 

昭
和
五
十
年
度
（
昭
和
五
十
年
五
月
二
十
七
日
か
ら
昭
和
五
十
一
年
三
月
八
日
ま
で
） 

㈱
新
日
本
観
光
興
業 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

十
四
億
円 

㈱
新
日
本
振
興 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
億
六
千
万
円 

㈱
新
日
本
不
動
産 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

四
千
万
円 



二
に
つ
い
て 

4 

利
子
の
支
払
は
さ
れ
て
い
な
い
。 

3 

昭
和
五
十
五
年
三
月
三
十
一
日
、
昭
和
五
十
六
年
三
月
二
十
四
日
、
昭
和
五
十
七
年
五
月
三
十
一
日
、
同

年
六
月
二
十
一
日
及
び
同
年
七
月
九
日
に
全
額
回
収
さ
れ
た
。 

2 

二
十
八
億
二
千
九
百
九
十
六
万
八
千
六
百
三
円 

1 

昭
和
五
十
三
年
六
月
三
十
日
、
同
年
十
月
三
十
一
日
、
同
年
十
二
月
三
十
一
日
、
昭
和
五
十
四
年
六
月
三

十
日
及
び
同
年
十
二
月
三
十
一
日
で
あ
る
。 

4 

こ
れ
ら
の
寄
附
金
は
、
寄
附
者
か
ら
日
本
私
学
振
興
財
団
に
寄
附
さ
れ
、
同
財
団
か
ら
学
校
法
人
東
日
本

学
園
大
学
に
配
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

㈱
新
日
本
開
発 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
億
二
千
万
円 

㈱
新
日
本
産
業 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

二
億
八
千
万
円 

四 

 



四
に
つ
い
て 

三
に
つ
い
て 

4 

利
子
の
支
払
は
さ
れ
て
い
な
い
。 

3 

昭
和
五
十
七
年
五
月
三
十
一
日
に
全
額
回
収
さ
れ
た
。 

2 

二
十
六
億
円 

1 

昭
和
五
十
三
年
十
月
三
十
日
及
び
昭
和
五
十
四
年
四
月
二
十
日
で
あ
る
。 

5 
新
日
本
観
光
興
業
株
式
会
社
の
日
本
債
券
信
用
銀
行
に
対
す
る
負
債
を
肩
代
わ
り
弁
済
し
て
い
た
。 

回
答
は
、
当
該
学
校
法
人
を
指
導
す
る
必
要
上
個
別
に
求
め
た
も
の
で
あ
る
の
で
、
そ
の
提
示
は
差
し
控
え

た
い
。 

な
お
、
回
答
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

留
意
事
項
記
の

1
（
学
校
法
人
の
運
営
関
係
）
に
つ
い
て 

五 

 



(3) 

運
用
財
産
で
あ
る
土
地
を
著
し
く
低
廉
と
思
わ
れ
る
価
格
で
売
却
し
た
件
に
つ
い
て
は
、
譲
渡
を
受
け

た
株
式
会
社
か
ら
将
来
相
当
額
を
学
校
法
人
に
支
払
う
こ
と
と
し
て
い
た
が
、
事
実
上
不
可
能
と
な
つ 

た
。 

(2) 
無
利
息
で
資
金
の
貸
与
を
行
つ
て
い
る
件
に
つ
い
て
は
、
利
息
を
付
す
る
こ
と
と
す
る
。 

(1) 

負
債
の
肩
代
わ
り
弁
済
に
つ
い
て
は
、
利
息
を
付
し
て
回
収
す
る
。 

留
意
事
項
記
の

3
（
寄
附
金
の
募
集
関
係
）
に
つ
い
て 

留
意
事
項
記
の

2
（
入
学
定
員
関
係
）
に
つ
い
て 

理
事
一
同
は
、
そ
の
責
任
を
痛
感
し
、
取
り
あ
え
ず
、
理
事
長
と
四
名
の
理
事
が
一
千
万
円
の
損
害
補

て
ん
を
し
た
が
、
今
後
と
も
、
理
事
長
の
責
任
に
お
い
て
可
能
な
範
囲
内
で
の
補
て
ん
が
な
さ
れ
る
よ
う

努
力
す
る
。 

漸
次
、
定
員
に
近
づ
け
る
よ
う
努
力
す
る
。 

六 

 



五
に
つ
い
て 

六
に
つ
い
て 

私
学
の
自
主
性
を
尊
重
す
る
趣
旨
か
ら
、
私
学
と
し
て
良
識
あ
る
対
応
を
自
主
的
に
行
う
こ
と
を
期
待
し
た

も
の
で
あ
る
。 

昭
和
五
十
七
年
五
月
二
十
九
日
及
び
同
月
三
十
一
日
に
学
校
法
人
会
計
に
次
の
と
お
り
入
金
さ
れ
て
い
る
。 

留
意
事
項
の

4
（
公
正
な
入
学
者
選
抜
関
係
）
に
つ
い
て 

渡
辺 

享
理
事
長 

 
 

 
 

 
 

 

四
百
万
円 

石
井
孝
之
理
事 

 
 

 
 

 
 

 
 

二
百
万
円 

（
氏 
 

名
） 

 
 

 
 

 
 

（
入 
金 
額
） 

現
在
寄
付
金
募
集
の
予
定
は
な
い
が
、
募
集
す
る
場
合
に
は
、
十
分
留
意
す
る
。 

留
意
事
項
遵
守
し
て
い
る
。 

七 

 



九
に
つ
い
て 

八
に
つ
い
て 

七
に
つ
い
て 

入
学
試
験
の
内
容
に
つ
い
て
、
採
点
、
入
学
者
決
定
の
経
過
、
寄
附
金
の
額
に
つ
い
て
は
調
査
を
行
つ
て
い

な
い
。 

大
学
入
学
者
の
選
抜
は
、
大
学
教
育
を
受
け
る
に
ふ
さ
わ
し
い
能
力
・
適
性
等
を
備
え
た
者
を
公
正
か
つ
妥

当
な
方
法
で
選
抜
す
る
よ
う
実
施
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
文
部
省
で
は
入
学
者
選
抜
の
基
本
的
事
項
を
毎 

こ
の
よ
う
な
確
約
書
が
作
成
さ
れ
た
こ
と
は
、
極
め
て
遺
憾
な
こ
と
と
考
え
る
。 

小
林
秀
男
理
事 

 
 

 
 

 
 

 
 

二
百
万
円 

前
田
和
幸
理
事 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

百
万
円 

今
崎
孝
俊
理
事 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

百
万
円 

八 

 



十
一
に
つ
い
て 

十
に
つ
い
て 

学
校
法
人
東
日
本
学
園
大
学
は
、
日
本
私
学
振
興
財
団
に
対
し
て
私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金
の
交
付
申
請

を
し
て
い
な
い
が
、
そ
の
理
由
は
承
知
し
て
い
な
い
。 

年
「
大
学
入
学
者
選
抜
実
施
要
項
」
と
し
て
ま
と
め
、
各
大
学
に
通
知
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
な
お
、
当
該

要
項
の
趣
旨
を
更
に
徹
底
す
る
た
め
、
毎
年
、
全
国
四
ブ
ロ
ッ
ク
に
お
い
て
大
学
関
係
者
等
を
集
め
説
明
会
を

行
つ
て
い
る
。 

ま
た
、
別
途
、
入
学
者
選
抜
の
公
正
確
保
等
に
関
す
る
指
導
通
知
を
出
し
て
い
る
が
、
最
近
で
は
昭
和
五
十

六
年
五
月
に
、
入
学
者
選
抜
の
公
正
確
保
、
入
学
に
関
す
る
寄
附
金
、
学
校
債
の
収
受
等
の
禁
止
等
に
関
す
る

通
知
を
行
つ
て
い
る
。 

学
校
法
人
東
日
本
学
園
大
学
の
運
営
は
、
理
事
会
を
中
心
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。 

九 

 



十
三
に
つ
い
て 

十
二
に
つ
い
て 

東
日
本
学
園
大
学
の
所
在
地
石
狩
郡
当
別
町
は
札
幌
市
郊
外
に
あ
り
、
立
地
上
患
者
の
確
保
が
難
し
い
面
も

あ
る
が
、
同
大
学
の
担
当
者
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
大
学
と
し
て
は
、
患
者
の
確
保
の
た
め
に
努
力
を
重
ね
て
き

て
お
り
、
毎
年
患
者
の
数
は
増
加
し
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

大
学
院
博
士
課
程
の
設
置
は
認
可
事
項
で
は
な
い
が
、
設
置
す
る
場
合
は
、
文
部
大
臣
に
協
議
す
る
こ
と
と

な
つ
て
い
る
。
文
部
大
臣
に
協
議
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
大
学
設
置
審
議
会
に
意
見
伺
い
を
し
、
教
育
研
究
上 

一
日
平
均
外
来
患
者
数
は
、
昭
和
五
十
六
年
度
に
お
い
て
は
百
四
人
で
あ
つ
た
も
の
が
、
昭
和
五
十
七
年
四

月
か
ら
昭
和
五
十
八
年
二
月
ま
で
の
間
に
お
い
て
は
、
百
四
十
九
人
に
増
加
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

外
来
患
者
数
の
基
準
は
、
入
学
定
員
の
二
倍
以
上
す
な
わ
ち
、
同
大
学
の
場
合
は
、
二
百
四
十
人
以
上
で
あ

る
の
で
、
今
後
と
も
、
外
来
患
者
数
の
増
加
に
つ
い
て
、
指
導
し
て
ま
い
り
た
い
。 

一
〇 

 



十
四
か
ら
十
六
ま
で
に
つ
い
て 

(2) 

博
士
課
程
を
設
置
す
る
こ
と
は
、
教
育
研
究
体
制
を
充
実
す
る
こ
と
に
な
り
、
当
該
大
学
の
質
的
向
上
に

資
す
る
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
医
療
の
向
上
に
も
つ
な
が
る
こ
と
と
な
る
こ
と
。 

(1) 

教
員
組
織
や
施
設
・
設
備
等
が
、
大
学
院
設
置
基
準
そ
の
他
の
定
め
に
合
致
し
、
博
士
課
程
を
設
置
す
る

だ
け
の
水
準
に
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
こ
と
。 

の
面
か
ら
、
博
士
課
程
設
置
の
水
準
に
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
審
査
し
て
い
る
が
、
東
日
本
学
園
大
学
に
つ
い

て
は
、
主
と
し
て
次
の
よ
う
な
理
由
に
よ
つ
て
そ
の
設
置
を
承
認
し
た
も
の
で
あ
る
。 

学
校
法
人
東
日
本
学
園
大
学
の
設
立
認
可
に
つ
い
て
は
、
申
請
書
類
に
基
づ
き
、
私
立
大
学
審
議
会
に
お
け

る
所
定
の
手
続
を
経
、
ま
た
、
寄
附
金
に
つ
い
て
も
、
寄
附
申
込
書
、
預
貯
金
等
証
明
書
及
び
役
員
会
の
決
議

録
等
に
よ
り
確
認
す
る
等
慎
重
な
審
査
を
行
つ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
適
正
を
欠
く
事
態
が
あ
つ
た
こ
と

は
遺
憾
で
あ
る
。 

一
一 

 



 

一
二 

こ
れ
ま
で
も
、
不
適
正
な
事
態
の
是
正
と
運
営
の
適
正
化
に
つ
い
て
厳
正
な
指
導
を
行
つ
て
き
た
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
今
後
と
も
、
引
き
続
き
必
要
な
指
導
を
行
つ
て
ま
い
り
た
い
。 

右
答
弁
す
る
。 




